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タテ ハモ トキ が 九州 南端 部 に お いて 主 に 成虫 で 越冬 し 年 3 5 世代 を くり 返す と と は 別に 報告 し た が 。 と の よ 
.2 に 確実 に 土着 し て いる と ころ は どく 一 部 の 地域 に 限ら ち れ , 大 部 分 の と と ろ で は 一 時 的 に 発 Fee 個人 0 
と れ た りす る だ け で あっ て , SN ッ ク な も の で ある . 筆者 は この よう な 問題 を 主 に 
大 隅 半 島 で 調査 し た が 鹿児島 昆虫 同好 会 の 諸氏 に よっ て 報告 され た 降 摩 半島 で の 記録 も 参考 に し て , 8 見 
を を えた の で 報告 し た い . 

1 年 に よる 個体 数 の 変動 

鹿児島 県 下 で タテ ハモ ドキ が は じ め て 記録 され た の は 1909 年 奄美 大 島 (福田 , 1909) で あり , その 後 大 島 ・ 熊 
毛 両 郡 下 か ら の 記録 は 多く , 確実 に 土着 し て いる と され て いた が , 九州 本 島 5 内 で は 1915 年 に 鹿児島 市 で 1 頭 と れ 
て いる (岩田 , 1917) だ け で , 1954 年 大 隅 半 島 南 端 部 の 佐多 町 で 8 頭 採集 され る まで 全く 記録 を みな い . その 後 















































第 1 表 採集 お よび 目撃 個体 数 の 年 別 果 計 
localities 1954 | 1955 | 1956 | 1957 | 1958 | 1959 | 1960 | 1961 | 1962 

佐多 町 大 泊 一 佐多 岬 7 1 1 : ) © る 6 
の > ク 郡 一 外 ノ 浦 7 @ 
上 ク 伊 座敷 1 © | @ | @ 
回 根 占 町 西海 岸 2 5 2 @ 9 
8 | 大 根 占 町 西海 涯 1 
鹿 屋 市 5 
Ri 志 布 志 湾 治 岸 © 1 

宮崎 県 串 間 市 | 1 3 

枕 崎 市 @ 9 る ( 】 @ 
“ 川辺 郡 坊津 町 3 ® 16 
¢ ” 川 辺 町 中 
8 指 宿 郡 13 8 13 4 
9 | 指 宿 市 I 弟 。 纏 36 
時 | 加 。 世 田 市 4 
E | 谷 山 市 1 1 | 1 
| 鹿 。 児 島 市 4 

日 四 郡 12 1 2 3 4 1 
1) “数 頭 と いう 記録 は 5 頭 と し て 計算 し て ある . 2) @ は 20 頭 以上 の 記録 


3) 1958 年 。 枕崎 市 の 記録 は 林 六 矢 氏 より の 御 教示 ( 未 発表 ) 
Table 1, Annual records of the number of Precis almana cellected or witnessed from 1954 to 1962 


in southern Kyushu. (@§ : very common) 
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の 記録 は 第 1 表 に まとめ て ある が , 最も 著しい 現象 は 1958 年 か ら 急 激 に 個体 数 が あえ て いる と と で ある . これ は 
近年 採集 者 が ふえ 調査 網 が 充実 し て きた と と を 考慮 し て ゃ 十分 に 確か な こと の よう に 思わ れる . 

そこ で , この よう に 多数 の 個体 が 採集 され る 場所 を 検討 し て みる と , 幼虫 の 食 草 お よび 成虫 の 蜜源 と な る スズ 
メ ノ ト ウ ガ ラ シ (ゴマ ノ ハ グ サ 科 ) の 多い 水田 地帯 が か 主 し な っ て いる とこ と が わか る . この 食 草 は 佐多 町 伊 座 敷 で 
初め て 発見 し た も の で ある が , 本 州 , 四国 。 九州 か ら 琉球 , 台湾 を 経て イン ド , マレ ー シ ア 人 広く 分 布 す る 一 年 
生 草 本 で そう めずらし い 植 物 で は な い . 徳之 島 で は 4 月 上 名 に 黄 化 し た まま 越 和食 し た と 思わ れる 株 が 少数 あっ た 
が , 南 九州 で は 6 月 下旬 一 7 月 上 旬 よ り 発 式 し , 8 一 10 月 に 開花 の ち 黄 化 し て 冬 に は 枯死 する . 普通 の 水田 地帯 
で は 発芽 期 が か ちょ うど 田植 に 重なり , 引き つづ いて 除草 作業 が 行なわ れる の で , か ろう じ て 吐 道 な ど に 見 出さ れ 
る に 過ぎ な い が , これ ら ゃ 草刈 な ど で 痛 め つ けら れ て は びと こら な い . また , た と え 残 っ て いて も 殺虫 剤 の た め に 
タテ ハモ ドキ に は 極め て すみ に くい 環境 に な る と 思わ れる . 実 さ きい に とこ の よう な 普通 作 の 水田 で タテ ハモ ドキ が な 
と れ た 記録 は な い . 

それ に も ゃ も か か わら ず タ テハ モドキ が 多い と と ろ は ,。 8 一 11 月 に スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ が 一 面 に は びと っ て いる 水 
田 の 休 団 地 や きわ め て 出来 の 悪い 半ば 放置 され た よう な 水 か か り 不 良 田 で ある . この よう な 環境 は 水稲 の 早期 栽 
培地 帯 で , 第 1 期 作 の 稲 利 を 8 月 上 旬 に 終り , その まま 放置 し て 第 2 回 目 の 植 付 を や ら な いと と ころ に 出来 て いる ・ 
この 新しい 水稲 の 栽培 形式 は 佐多 町 伊 座敷 で は 1957 年 か ら 始 っ た と いう と と で ある し , 県 下 の ほ か の 地方 で も こ 
の 頃 か ら 急 激 に ひろ まっ た も の で ある . 従っ て , スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ の 大 群落 の 出現 は 同じ く 1957 年 頃 か ら で あ 
っ て , タテ ハモ ドキ の 個体 数 増加 の 年 代 と 大 体 一 致し て いる こと に 気付く . も っ と も, 佐多 町 で は 1958 年 か ら 記 
録 が か ぁ ふえ て いて , スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ が 多く な っ た と 推定 され る 1957 年 と は 1 年 ずれ て いる が , 1957 年 の 調査 を 
全く 行なっ て いな い の で 確実 な と と は いえ な い . いずれ に し て る も, 後述 する よう に , スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ の ある 
夏 一 秋 に タテ ハモ ドキ の 記録 が 集中 し て いる こと も ゃ , 両者 の 関係 が 非常 に 密接 で ある と と を 示し て いる .・ 

また , 1958 年 以来 1962 年 まで は 個体 数 か 多く, 九州 本 島 の 一 部 に 土着 し て いる と と も 確認 され た が , それ 以前 
の 状況 に つい て は は っ きり し な い . 種子 島 ま で は 土着 し て いて 個体 数 も 多い の に , アオ タテ ハモ ドキ や メス アカ 
ムラ サキ な ど に 比べ て 著しく 記録 が 少な い の が 本 種 の 特色 で ある が , これ ら の 記録 中 に は 移住 個体 を の も の 又は 
その 子孫 が 含ま れ て いる こと は まず 確か で あらう . 記録 が 少な い の は , 移住 性 が あま り 閉 し く な いこ と と , 移住 個 
体 が 産卵 する 食 草 (スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ , イワ ダレ ソウ ) が そう 多く な か っ た た め と 推 宗 さ れる . た だ , 野外 で 
えた 幼虫 か ら 天敵 が 発見 され て いな い の は 少し 気 に な る が , や は り , これ ら の 移住 個体 の ほか に イワ ダレ ソウ の 
分 布地 で は か ろう じ て 土 着 し て いた 少数 の 個体 群 か いた と 考え る 方 が 無理 か な いよ うに 思わ れる . 

1958 一 1962 年 の 間 で 特に 目立つ の は 薩摩 半島 の 鹿児島 市 (1961 年 , 4 頭 , 1962 年 。 2 頭 ), 大 隅 半 島 の 鹿屋 市 
(1961 年 , 5 頭 ) の 記録 で ある . 以前 に は 探し て も 見 つか ら な か っ た 地域 で ある だ け に , 見 方 に よっ て は 本 種 が 
次 第 に 北上 し て いる と も 考え られ る . イワ ダレ ソン ウ の ある と と ろか ら 一 時 的 夏 一 秋 だ け ひ ろか る 範囲 が 年 々 広 
く な る の か , 未 発見 の イワ ダレ ン ソン ツ 群落 が 鹿児島 湾 治 央 に あっ て 土着 地 が 北上 し た の か わか ら な い . ある い ゆ は , 
年 々 北 に 分 布 館 囲 が 広がっ た の で は な く , 1961 年 又は 1962 年 の み 一 時 的 に これ ら の 地域 で 採集 され た も の か も し 
れ な い . 

2 季節 に よる 個体 数 の 変動 

九州 南端 部 で 々 テハ モドキ が 採集 され る 地域 は , 月 別 の 記録 表 (第 2 表 ) お よび 1 一 6 月 と 7 一 12 月 の 記録 を 
示し た 分 布 図 (第 1, 2 図 ) に よっ て わか る よう に , 5 一 6 月 に 第 1 化 の 夏 型 成虫 が 発見 され る か どう か に よっ 
て 二 つ に 分 ける こと が で きる . つま り , ほとん ど 一 年 中 見 られ る 確実 な 土着 地 と , 7 月 頃 か ら あ ら わ れる 8 一 11 月 
に 著しく 個体 数 を ます 地域 で , 後者 は 3 一 5 月 に 若干 の 越冬 し た 秋 型 成虫 が 採集 され る と ころ を 含ん で いる . 

と れ に よる と , 土着 が 確認 され て いる の は 佐多 町 田尻 と 大 泊 の み で ある が , ここ で は 越冬 成虫 が イワ ダレ ソウ 
に 産卵 し , 相当 数 の 第 1 化成 虫 ( 夏 型 ) が この 食 草 の 群落 付近 に 発生 し て くる . と れ に 対し て , 佐多 町 伊 座敷 で 
は 秋 に 多数 の 秋 型 成虫 が み ら れ , 春の 越冬 個体 も 発見 され て いる の に , 第 1 化成 虫 も る イワ ダレ ソウ も 発見 で き な 
い 。 スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ は 7 月 に な ら な けれ ば 発 鞭 し な いし , イワ ダレ ソウ 以外 の 春の 食 草 も る 今 の と と ろ 発 見 で 
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第 2 表 土着 地 と 非 土着 地 に お ける 月 別 採集 お よび 目撃 記録 






























































localities 1 2 3 4 5 6 7 8 9 | 10 | 11 | 12 
佐多 町 大 泊 一 佐多 岬 | つつ 〇 OOOIOOOI@ 〇 @|@ @@@@ 〇 〇 @|@ 〇 @|@ 〇 〇 @ 〇 @ 〇 OOOOO 
の | ヶ 郡 一 外 ノ 浦 IOOOWOOIOOOOOOIO © @ 〇 @ 〇 @ 〇 〇 〇 @ 〇 OOIOO@ 
日 | ヶ 伊 座敷 IOOOOOOIOOWIOOWIO @ 〇 @|@ 〇 @ 〇 @@|@@ 〇 | 〇 〇 @ 
| 根 占 町 西海 OWOOOOOOOOWOIO @ 〇 @ 〇 |I@ 〇 O@| 〇 @@|@ 〇 〇 OOOO 
B | 大 根 占 町 西海岸 @ 
5 | 鹿屋 市 浜田 © 
P | 志布志 湾 沼 岩 OOAeODOOOIOOOD IOOOW@OIOOOOOOO@OI@OOIOOO 
宮崎 県 車間 市 OOOOOOOWOOOOIO @@ 〇 〇 〇 〇 OOO 
枕 崎 市 〇 OO 〇 OO 〇 OO 〇 | の …@ の @@@ 〇 |@ OSeeciceecs eee eces 
@ | 川辺 郡 坊津 町 OO 〇 OOO'@@@|@@ 〇 |@ @@@@⑥C 〇 〇 |I@@@ 〇 〇 OOOO 
可 | ヶ 川辺 町 @@ 
| 失 宿 閣 @ @|l@ 〇 @ 〇 CO 
9[ 指 宿 市 @ @@|@ 
| 加世田 市 @ 
E 谷 山 市 @ @ @ 
鹿児島 市 [ ee 
日 置 郡 @ @@@@'@⑥ 〇 〇 〇 〇 OOOOIOOO 
季 節 型 秋 型 (越冬 個体 ) 夏 型 へ 秋 型 
(@ : 確認 され た 記録 〇 : 推定 ) 


Table 2, The seasonal occurrence of Precis almana at various 1ocalities in the southern Kyushu. 


Solid circles : confirmed records : Open circles : presumed records. 


き な い か ら , タテ ハモ ドキ の 土着 地 は 越冬 成虫 の 産卵 植物 で ある イワ ダレ ソウ (クマ ツ ッ ヅ ラ 科 ) の 有無 に 支配 さ 
れ て いる の で は な いか と 推定 され る . 

そ と で , 少し 古い 文献 で ある が “鹿児島 県 自生 植物 目録 (内 藤 ・ 梶 原 , 1934) に よっ て イワ ダレ ソウ の 分 布 
地 を 調べ て みる と , 薩摩 半島 の 串木野 。 川辺 , 山川 , 大 隅 半 島 の 佐多 の 海岸 。 砂地 が 記録 され て いる . また , こ 
の ほか に 植物 研究 者 の 御 教示 に より 枕崎 市 鹿児島 水産 高校 々 庭 , 宮崎 県 串間 市 宮 ノ 浦 海岸 を 知る と と が で きた . 
これ ら の 地域 は さら に くわ し く 調 査 し て みる と , 大 隅 半 島 で イワ ダレ ソウ が 発見 され る の は 佐多 町 大 泊 と 田尻 の 
海岸 付近 だ け で , 太平 洋 岩 の 外 ノ 浦 , 間 泊 , 竹 之 浦 , 古里 , 郡 , 坂元 , 浜 尻 , 西岸 の 尾 波 瀬 , 島 泊 , 伊 座 敷 で は 
全く 発見 で き な か っ た し , 鹿児島 湾 治 岸 の 大 根 占 , 神川 鹿屋 市 浜田 で も みつ か ら な か っ た . し か し , 新 分 布地 
と し て 志布志 町 夏井 浜 お タテ ハモ ドキ を と り を 行っ た 成 見 氏 に よっ て 発見 され , の ち 筆 者 も と れ を 確認 し た . 一 
方 , 降 摩 半島 で は 田中 お よび 山崎 氏 ら に よっ て 枕崎 市 の も の が 確認 され た だ け で , 山川 町 で は 未 発見 (絶滅 ? ) で 
ある . その ほか の 海岸 地帯 も 調査 し た が , 今 の と と ろ ま だ 見 つか っ て いな い . 川辺, 串木野 は 調査 不 十分 で ある 
が , 串木野 市 あたり に イワ ダレ ソウ の 記録 が か ある と と は , 日 置 郡 に 多い タテ ハモ ドキ の 記録 に 関係 が ある よう に 
思わ れ て 興味 深い . 以上 の 南 九 州 の 記録 は 整理 し て 第 1 図 の 中 に 記入 し て ある . 

また , イワ ダレ ソウ の 日 本 に お ける 分 布 の 概略 に つい て は , 鹿児島 大 学 農学 部 の 初島 住 彦 博士 に お うか が いし 
た と と ころ, ? 北 は 千葉 県 の 銚子 以 南 の 房総 半島 に あり , 飛ん で 伊豆 半島 に 出 で , 更に 飛ん で 紀伊 半島 に 産 し , 土 
佐 を 通り , 大 分 県 に は 記録 な く , 日 向 , 大 隅 の 海岸 に 分 布 し 南下 し て いる よう で す . 本 県 下 で も , その 分 布 は 
太平 洋 岩 に か た より , 稼 島 に も 見 な いよ う で , 勿論 , 五島 方 面 に も 分 布 し て いま せん . 元 来 が , 熱帯 に 広く 分 布 
する 種類 で , その 分 布 は 恐らく 海流 に よる も の と 思わ れ ま す . 太平 洋 岸 の 方 は 黒潮 に 乗っ て 分 布 し た も の で し ょ 
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: 越冬 個体 ( 秋 型 ) : 


・ 第 1 化 個体 ( 引 型 ): 6 月 
: 発見 きれ て いな い 地 域 
・ イ ワダ レン ウ 分 布 確認 地 


+ 
Ly xOSS 


1~35 月 中 


: 文献 に よる イワ ダレ ソウ 分 布地 
・ イ ワダ レ ソ ウ を 発見 で き な か っ た 地域 


(11) 


ヶ 。 お よび 第 1 化 夏 型 個体 : 5 月 下旬 7 月 


Fig. 1, Map of the southern Kyushu showing the localities where Precis almana has been recorded 


from January to July. 


第 1 図 タテ ハモ ドキ 成虫 の 1 て 7 月, 採集 ・ 目 苫 記録 地 
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Fig. 2, Distribution of the records of Precis almana in the southern Kyushu from August to 
December。 
第 2 図 タテ ハモ ドキ 成虫 の 8 一 12 月 , 採集 ・ 目 撃 記 録 地 (市 来 ・ 東 市 来 ・ 伊 集 院 町 は 評 細 な 産地 不明 の た め 駅 付近 に マー 
クレ し た) 
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う ・ 然し , 対馬 暖流 に 乗ら ちら な いと は 理由 が 判り ませ ん が と いう と と で ある . 

次 に , これ ら イ ワダ レ ソ ウ の 分 布地 に お ける タテ ハモ ドキ の 記録 を みる と , 確実 に 5 一 6 月 に 発見 され て いる 
の な は 佐多 町 田尻 と 大 泊 だ け で , 他 の と ころ は 調査 不 十分 で ある . 川辺 , 串木野 , 山川 で は 現在 も イワ ダレ ソウ が 
ある か どう か , まだ 最近 の 調査 で は 再 確認 くれ て いな い が , 日 置 郡 や 坊津 町 に タテ ハモ ドキ の 記録 が 多い の で , 
将来 の 調査 で 発見 され る 可能 性 が 大 きい . 枕崎 で も 5 6 月 に 本 格 的 な 調査 を 行なっ た 人 は いな い が , 麗 らく 第 
+ 化成 上 虫 が 発見 され る で あろ う ・ 志布志 で は イワ ダレ ソン ウ が ある し , 7 月 上 旬 に か な り の 個体 数 が と れ て いる の 
で 6 月 に 夏 型 成虫 が 発生 し て いる こと は まず 間違い ある まい . と の よう に , イワ ワダ レン ソウ の 分 布地 だ けた 二 
許し て いる と いう と と は まだ 確実 で は な い が , 一 応 こ の 線 で 調査 進め て みる 価値 は ある . また , 九州 以外 で は 
和歌 山県 (那智), 徳島 県 ( 納 奥 ) う 高知 県 な どの 記録 が イワ ダレ ソウ の 分 布 と 大 体 一 致し て いる の で , これ ら の 
地方 で る 本 格 的 な 調査 が な され る と と を 期待 し た い . 

以上 の よう に 考え る と , 本 種 の 土着 地 は どく 限ら れ て いて , 大 部 分 の 地域 で は 移住 個体 又は その 子孫 が 発見 さ 
れれ て いる こと に な る 。 と れ ら の 非 土着 地 に は 多数 の 個体 が 毎年 と れる 安定 し た と こと ろ と 発生 が 不安 定 な と ころ が 
ある が , 大 体 に お いて イワ ダレ ソウ の ある 土着 地 の 近く で は 安定 し て お り , 速く な た る ほど 不安 定 に な っ て いる 傾 
向 が ある . と の よう に 分 布 北限 が 九州 本 島 ま で 達し て いる の に , ウラ ナミ シジミ や ほか の 迷 蝶 の よう に 。 あ ちこ 
ちら で 散発 的 に 発見 され る こと が 極め て 少な いと と は 。 本 種 の 移住 性 が そう 著しく な いと と を 示し て いる . 従っ て 
上 記 の 非 土 着地 に 侵入 し た 個体 は , イワ ダレ ソウ の あ る 九州 本 島内 の 地域 か ら の も の で あろ うと 思わ れる . 侵入 
個体 と みな され る 1 8 を 筆者 は 1960 年 6 月 26 日 。 佐多 町 大 泊 か ら 北 に を た つの 峠 を こし た 間 泊 部 落 の 水田 で 得 た 
が が, こと で は 食 草 や ほか の 個体 は 全く 発見 され な か っ た し 。 大 泊 か ら さ ら に 離れ て いる 竹 之 浦 、 古里) 郡 で は 見 
つか ら な か っ た . また , 夏 型 の る は か な り 強 い テ リト リー を 持っ て いる こと を 確認 し て いる (福田 。1962) の で 。 
追い だ され た 個体 が すみ や すい 環境 を 求め て 移動 する こと も 十分 考え られ る こと で あぁ ある. 

結局 , この よう な 非 土着 地 に は , 7 月 か ら 出 現し 食 草 お よび 蜜源 と し て 利用 度 の 高い スズ メ ノ ト ツウ ガラ シ を 求 
や つて, イワ ダレ ッ ン ツ で 発生 し た 夏 型 第 1 化 又は 第 2 化成 虫 が 移っ て き て 第 2 一 5 化 の 子孫 を 生ずる の で あら う . 
そし て , この 移動 分 散 の 仕方 は , 土着 地 の 近 く か ら 連 続 的 に 次 第 に 速く に 及ぶ も の が 主 に な る と 思わ れる . と これ 
ら 明 一 秋 の 個体 数 は 著しく 多く , 少な か ら ぬ 越冬 成虫 が 春 に 発見 され て いる が 。 イワ ダレ ソウ の な いと と ろ で な. 
いずれ の 地 で も 全く 第 1 化成 虫 の 発生 を みな い (第 2 表 ). これ は , 本 種 の 分 布 が 直接 冬期 の 低温 に よっ て 制限 
され な いと いう こと と 。 イワ ダレ ン ツ 以外 に 有力 な 春の 食 草 と な る も の が な いと と を 示し て いる . た だ し 。 ほか 
に ゴマ ノ ハ グ サ 科 。 キッ ネ ノ マ ゴ 科 で 食 草 と な る 可能 性 を も る つも の が 少し ある の で , スズ メ ノ ト ウ ガ ラ シ に つぐ 
自 の 食 量 が 追加 され る と と は 考え られ る し , 運 よ く 夏 の 食 草 が 生え て くる まで 生き の び た 越 冬 成虫 が 。 イワ ダレ 
ソウ の な いと と ろ で も いく ら か の 子孫 を 残す 可能 性 も 残さ ん て いる が 。 本 報 で の べた 大 体 の 傾向 は あま り 変 わら 
な いも ゃ も の と 思う . 

本 千草 する に あたり 鹿児島 大 学 農学 部 の 湊 谷 正 健 , 初島 住 彦 両 博士 並び に 田中 洋 氏 ほか 鹿児島 昆 皿 同好 会 の 
プ 々 か ら は 適切 な 御 助言 を 賜っ た . また , 九州 大 学 教 状 x 部 の 白水 隆博 士 に も か ね て か ら 色 えた 御 教 示 を えて いる . 
ここ て 人 記し て 深 甚 の 謝意 を 表し た い . 



































摘 要 

G) 以前 は わずか に 土着 し て いた みか 。, まれ に 移住 個体 又は その 子孫 が 発見 され る 程度 で あ っ た と 思わ れる タテ 
ハモ トキ が 。 1958 一 1962 年 , 九州 南端 部 に 多数 発生 し て いる . 

(2) この 地域 で は 1958 年 か ら 個 体 数 が 急増 し た が , その 原因 は 1957 年 頃 か ら 水 稲 の 早期 栽 堪 が が 始まり, 食 草 ス 
スズメ ノ ト ウツ ウ ガ ラ シ が ふえ た た め と 推察 され る . と の 食 草 は 7 月 か ら 発 其 す る の で 普通 作 の 水田 で は めった に 大群 
浴 は つく ら な い が 。 早期 栽 寺地 域 で は 第 1 期 作 を 8 月 まで に 終っ て その まま 放置 する 水田 が 多い の で 。 こと に と 
の 食 草 が 大量 に 出現 する こと と に な る . 
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推定 され る の は 志布志 町 夏井 , 枕崎 市 , 日 置 郡 な ど で あ る ・ 

(4) 越冬 成虫 は 春 に イワ ダレ ソウ に 産卵 し 。 それ か ら 生 じ た F」 また は Fs が 7 一 1 月 に か け て スズ メ ノ ト ツウ 
ガラ シ の ある 水田 地帯 で 2 一 4 回 の 発生 を くり 返し な が ら 分 布 を ひろ げ る も の で あろ う . これ ら の 地方 以外 で も 
越冬 後 の 成虫 が 発見 され る が , その F」 は 発生 し た 記録 が か ない - 

(5) 南 九州 で 分 布 北 限 を 規定 し て いる の は 低温 で な く , 春の 食 草 の 分 布 の 有無 で も ろう . また , 毎年 の 分 布 撤 
大 範囲 た そう 大 きく な いし , 成虫 の 移動 性 も あま り 大 きい も の で は な いら し い ・ 

(6) 今後 , 新 食 草 が 発見 され る か も し れ な いし , イリ ダレ ソウ の な いと と ろ で 越冬 成虫 が 生き の び て 夏 の 食 草 
に より 次 代 を 発生 させ る 可能 性 が 少し 残さ れ て いる が , 本 報 で の べた 経過 か や は り 主 な も の で あろ う ・ 
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Summary 

According to the records of collection and eye-witness shown in Table 1, the Peacock Pansy, 
Precis almana L. in the southmost region of Kyushu Island was certainly uncommon until 1957 and 
generally regarded as one of migrant species. It is noteworthy, however, that since 1958 the species 
became suddenly abundant and its distribution extended northward. It is an aim of this paper to 
consider the factors influencing the distribution and abundance of this butterfly. 

As reported in the previous paper, this species winters as an adult and has three to five 
generations a vear in this region. Hibernated females exclusively lay eggs on Lippia nodiflora 
(Verbenaceae), a perennial herb, in spring. On this host plant the species can breed from generation 
to generation throughout the year. Some butterfies of the first or second generation, however, 
scatter and fly to paddy fields where grows an annual weed, Lindernia verbenae folia (Scrophulariaceae), 
which serves as food for larvae and as favorable nectar-source for adults, subsequent generations 
being succeeded there. 

In the southern Kyushu Lindernia germinates from the latter of June to the beginning of July, 
blooms from August to November and withers in winter. In case of traditional cultivation of rice 
plants, this weed can not grow so thick as to breed larvae of the butterfly on account of the 
coincidence of the transplanting and weeding period of rice plants with the sprouting period of the 
weed. 

Since 1957 or there abouts, the early cultivation of rice plants was commenced at a number of 
districts and the acreage of such cultivation increased year by year. In this case some fields are 
left in fallow after harvest (the beginning of August at the latest), and Lindernia grows in such 
fields enough to breed offspring of the butterfly dispersing from the habitat in which Lippia is 
present. This is the main reason why a considerable number of specimens have been discovered 
during summer and autumn in scattered localities. If there is no Lippia, a host plant in spring, in 
these localities, no individual of the first generation may be discovered in the following year, even 


though a few females successfully hibernate. 
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This butterfly becomes established only in the locality where Lippia is distributed. Up to the 
present, I confirmed that the species occurs at Sata (the southmost of the Osumi Peninsula) all the 
year. The restricted localities in which the species may be found established by further investigations 


are shown with large arrows in Fig. 1. 





高知 県 の キリ シマ ミド リン シン ジミ に つい て 
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Chrysozephyrus atazus kirishimaensis OkAjnvA from Kochi Prefecture 


By MAsAAgkr OkAsE and TApAsmr TAkErsukA 


ま え が き 
Chrysozephyrus atazus kirishimaensis Okajima 1922 キリ シマ ミド リン シジミ は , 日 本 産 の ミド リ シ ジ ミ 類 の 
中 で も 特に 華 商 な 珍 蝶 と し て 蝶 類 の 研究 家 や 愛好 家達 に 注目 さも れ て いる も の で ある が , その 分 布 は 狭く 限定 さ 


れ , 滋賀 県 が 分 布 の 東北 限 で , 本 州 で は 滋賀 三重 , 和歌 山 , 鳥取 , 四国 の 高知 , 愛媛 , 九州 の 各 県 。 屋久 島 。 
な ら び に 対馬 に 局 地 的 に 産 す る こと が 知ら れ て お り , 三重 県 の 御在所 山 , 長崎 県 の 国見 山 , 福岡 県 の 宝 満 山 , そ 
れ に 屋久 島 の 小杉 谷 な ど は 著名 な 産地 で ある . 
高知 県 で は 1934 年 6 月 1 日 に 和田 豊洲 に よっ て 1 が 安芸 郡 北川 村 よ り 採 集 さ れ , 1937 年 に 岡本 成 に よっ て 関 
西 昆 虫 雑 誌 4 巻 3 号 に 発表 され た . 

その 後 1955 年 に , 吉井 孝雄 , 森本 桂 の 談 と し て 高岡 郡 椿原 村 大 野 が 原 が 産地 と され て いる . (白水 際 1995 
新 昆 虫 : 8(2)) 

また 幡多 郡 の 愛媛 県 境 付 近 で 政 林 慶 氏 が 採集 し た と の 話 を 聞い た が , いづ れる 正確 な 記録 を 欠い て いる 。 
最初 の 発見 地 安 芸 郡 下 で も , その 後 採集 され た と と は な く , 筆者 等 は その 分 布 を 明か に し た いと 考え , 県 下 各 
地 の 食 樹 アカ ガン シ 林 を 鋭意 調査 を 続け た . 

その 結 迷 1962 年 に いた っ て 新 産地 を 発見 し 若干 の 知見 を 得 た の で と と に 報告 する . 

な お この 小 文 を 草 す る に あたっ て 貴重 な yg&zszzzzezsfs。 対 島 な ちび に 霧島 山 産 等 の 標本 の 閲覧 を 許さ れ た 
上 , 多く の 助言 を 頂い た 森 石 雄 , 藤岡 知夫 両氏 三重 県 湯 之 山 産 の 本 種 を 恵 贈 され た 吉田 真 日 出 氏 。 な ら び に 調 
査 に 協力 を 受け た 浜田 康 氏 に 深謝 致し ます . 

















新 産 地 

1962 年 6 月 17 日 , 筆者 等 は 高知 県 高岡 郡 越知 町 横倉 山 (標高 1.009.8m) に Theclini 調査 の た め 登 山 し た と 
ころ , 山頂 付近 で 地形 。 標高 , 食 樹 の 生育 な どの 状態 が 本 種 の 既 産地 に 似通っ て いる 地域 を 発見 し た の で , 本 種 
の 発生 時 期 より 考え て , 幼虫 期 で ある と 思い 調べ て 見 た と と ころ, 幸い に も 4 令 の 幼虫 1 頭 を 尾根 付近 (標高 800 
m) で 約 2m ば か り の アカ ガン シ Ozezcgs acuta Taiuns. の 若葉 中 よ り 得 る と と が 出来 た . (写真 左 ) 

と の 幼虫 は 飼育 に より 6 月 24 日 幅 化 , 7 月 12 日 に は 8 が 羽化 し た . (写真 右 下 ) 

続い て 8 月 6 日 に は 前 の 採集 場所 より や や 低い 標高 650m 付 近 の 古い アカ ガ シ 葉 上 を , 歩行 中 の 1 ? を 目撃. 
8 月 12 日 に は 頂上 近い 神社 (標高 750m) で 1 9? を 採集 する と と が 出来 た . (写真 右上 ) 











1) 高知 市 福井 町 184 
2) 高知 市 福井 町 212 一 3 
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